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C O N T E N T S
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 （
北
区
）ま
ち
づ
く
り
塾「
地
域
の
底
力
を
高
め
よ
う
！
」

暑
中
お
見
舞
申
し
あ
げ
ま
す

〈
特
集
〉生
野
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ご
近〝
助
〞パ
ワ
フ
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ポ
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事
業
」
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祉
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設
協
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祉
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取
り
組
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（
住
吉
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）ク
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ド
フ
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前
号
で
柿
の
葉
の
お
茶

の
話
を
書
い
た
が
、
今
度

は
赤
し
そ
の
ジ
ュ
ー
ス
や

フ
キ
の
砂
糖
菓
子
な
ど
現

代
の
都
会
の
暮
ら
し
か
ら

は
縁
遠
い
食
べ
物
が
、

次
々
と
届
い
た
▼
若
者
に
そ
れ
を
食

べ
て
も
ら
う
と
、
ジ
ュ
ー
ス
は
そ
れ

な
り
に
口
に
合
っ
た
よ
う
だ
が
、
フ

キ
は
想
像
の
枠
を
大
き
く
外
れ
て
い

た
よ
う
で
、「
バ
ッ
タ
に
な
っ
た
よ

う
」
と
、
彼
ら
の
贅
沢
な
日
常
を
思

わ
せ
る
感
想
。
食
べ
な
く
て
も
困
ら

な
い
こ
と
で
、
自
然
の
中
に
あ
る
匂

い
や
苦
み
を
味
わ
え
な
い
若
者
が
増

え
て
い
る
▼
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
賞
味

期
限
切
れ
で
廃
棄
さ
れ
る
食
品
の
多

さ
を
反
省
し
、
賞
味
期
間
を
長
く
す

る
話
も
出
て
い
る
が
、
地
球
上
の
多

く
の
地
域
が
食
糧
難
で
あ
る
な
か
、

私
た
ち
は
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
無
駄

に
し
過
ぎ
て
き
た
よ
う
だ
▼
あ
る
観

光
地
で
、
８
月
15
日
の
終
戦
記
念
日

に
イ
モ
の
つ
る
の
糠
漬
け
を
客
に
提

供
す
る
土
産
物
屋
に
会
っ
た
。「
戦

中
、
戦
後
は
こ
の
よ
う
な
も
の
を
食

べ
生
き
延
び
た
」
こ
と
を
若
者
に
伝

え
た
い
か
ら
と
。
そ
の
方
が
今
ど
う

し
て
い
る
か
は
不
明
だ
が
、
そ
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
は
心
に
残
っ
て
い
る
▼
戦

争
は
、
毎
日
の
食
料
も
ま
ま
な
ら
な

い
日
々
を
私
た
ち
に
強
い
る
。
平
和

で
あ
る
こ
と
で
福
祉
は
守
ら
れ
て
い

る
。
フ
キ
や
イ
モ
の
つ
る
を
噛
み
し

め
、
平
和
に
感
謝
し
た
い
。（
石
）

新
た
な
地
域
の
つ
な
が
り
を
創
造
す
る

大
阪
市
主
管
で
大
都
市
協

　 

区
社
協
会
長
会 

　

　
第
57
回
大
都
市
社
会
福
祉
施
設
協

議
会
（
大
阪
市
大
会
）
が
７
月
17
・

18
日
、
シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
大
阪

で
「
大
都
市
に
お
け
る
社
会
福
祉
施

設
に
、
今
、
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
～

新
た
な
地
域
の
つ
な
が
り
を
創
造
す

る
～
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
。

　
全
国
の
政
令
指
定
都
市
か
ら
、
社

会
福
祉
施
設
代
表
者
、
社
協
役
職

員
・
関
係
行
政
職
員
な
ど
２
８
０
人

が
参
加
し
た
本
大
会
は
、
主
管
都
市

と
し
て
大
阪
市
社
協
お
よ
び
大
阪
社

会
事
業
施
設
協
議
会
で
構
成
す
る
大

会
実
行
委
員
会
が
運
営
に
あ
た
っ
た
。

　
大
会
は
、
17
日
午
後
・
18
日
午
前

の
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た

定
例
会
で

情
報
共
有

が
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
17
日
午
前
に

は
運
営
協
議
会
が
開
か
れ
、
本
大
会

の
運
営
方
法
や
前
回
の
神
戸
市
大
会

の
経
過
報
告
お
よ
び
処
理
報
告
な
ど

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
政
令
指
定
都
市
の
う
ち
正

会
員
と
な
っ
て
い
な
い
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
都
市
の
早
期
の
正
会
員
化
に
向
け

た
依
頼
に
つ
い
て
や
、
本
大
会
で
と

り
ま
と
め
る
要
望
書
の
提
出
方
法
に

つ
い
て
も
協
議
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
午
後
１
時
に
本
大
会
が

開
会
。
翌
日
ま
で
続
く
、
各
種
講
演

や
種
別
研
究
会
な
ど
が
始
ま
っ
た
。

【
８
～
９
面
に
関
連
記
事
】

　
今
年
度
２
回
目
の
区
社
協
会
長
会

が
７
月
22
日
、
市
立
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
４
月
に
開
催
さ
れ
た
会
長
会
以
降

に
就
任
し
た
新
任
の
区
社
協
会
長
の

紹
介
が
あ
っ
た
後
、
昨
年
度
、
区
社

協
で
取
り
組
ん
だ
主
な
事
業
実
績
に

つ
い
て
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
本
年
１
月
よ
り
東
淀
川
区

と
西
成
区
の
両
区
社
協
が
事
業
を
実

施
し
、
現
在
、
浪
速
区
ほ
か
４
区
で

公
募
さ
れ
て
い
る
生
活
困
窮
者
支
援

モ
デ
ル
事
業
の
現
状
と
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
も
報
告
が
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
現
在
、
市
社
協
に
て
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
期
経
営
計

画
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
市
社

協
が
外
郭
団
体
の
指
定
を
解
除
さ
れ

た
こ
と
や
、
７
月
17
・
18
日
に
開
催

さ
れ
た
第
57
回
大
都
市
社
会
福
祉
施

設
協
議
会
（
大
阪
市
大
会
）
の
報
告

が
あ
っ
た
。
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高
齢
者
が

困
り
ご
と
を

ご
近
所
で
気

軽
に
相
談
す

る
こ
と
が
で

き
、
日
頃
か

ら
見
守
り
支

え
あ
う
地
域

を
め
ざ
し

て
、
東
中
浜

地
域
で
は
「
高
齢
者
見
守
り
隊
の

家
」
の
活
動
が
始
ま
っ
た
。

　
「
見
守
り
隊
の
家
」
は
、
お
お

む
ね
70
歳
以
上
の
高
齢
者
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
組
織
と
し
て
、
趣
旨
に

賛
同
し
た
人
が
登
録
で
き
る
。
主

な
活
動
内
容
は
①
高
齢
者
が
困
っ

た
と
き
に
相
談
を
受
け
る
（
相
談

機
関
な
ど
へ
つ
な
ぐ
）
②
災
害
時

や
緊
急
時
の
サ
ポ
ー
ト
③
自
宅
に

「
高
齢
者
見
守
り
隊
の
家
」
の
旗

（
＝
写
真
）
を
掲
示
す
る
④
定
期

的
な
情
報
交
換
会
へ
の
参
加
と
な

っ
て
い
る
。

　
こ
の
活
動
は
、
東
中
浜
校
下
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
中
心
に
企
画
。
メ
ン
バ

ー
は
日
頃
か
ら

地
域
で
高
齢
者

と
関
わ
る
機
会

が
多
く
、
そ
の

中
で
感
じ
て
い

た
課
題
を
出
発

　
指
定
都
市
社
協
・
民
児
連
連
絡
協

議
会
が
７
月
24
・
25
日
、
ホ
テ
ル
・

ア
ゴ
ー
ラ　
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
堺
で

開
催
さ
れ
、
各
指
定
都
市
か
ら
社

協
・
民
児
連
役
職
員
な
ど
１
４
５
人

が
参
加
し
た
。

　
１
日
目
は
、
厚
生
労
働
省
社
会
・

援
護
局
の
金
井
正
人
地
域
福
祉
課
長

よ
り
、
今
後
の
生
活
困
窮
者
支
援
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
平
成
26
年

６
月
現
在
で
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し

て
い
る
自
治
体
は
全
国
で
２
５
４
団

体
あ
り
、
今
年
度
モ
デ
ル
事
業
を
通

し
て
総
合
的
に
評
価
し
、
平
成
27
年

度
の
制
度
の
施
行
に
向
け
検
討
さ
れ

て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　
続
い
て
、
社
協
と
民
児
連
と
に
分

か
れ
、
今
日
的
課
題
に
つ
い
て
協
議

を
お
こ
な
っ
た
。

　
社
協
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
促
進

支
援
モ
デ
ル
事
業
の
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て
協
議
を
お
こ
な
っ
た
。

　
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
長
年
の

活
動
で
築
き
上
げ
て
き
た
実
績
を
持

つ
社
協
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

特
色
を
活
か
し
、
強
み
と
弱
み
を
踏

ま
え
つ
つ
、
生
活
困
窮
者
支
援
に
関

わ
っ
て
い
く
。
ま
た
、
生
活
困
窮
者

支
援
は
社
協
の
本
質
的
な
事
業
で
あ

り
、
行
政
か
ら
の
委
託
事
業
だ
け
で

な
く
、
既
に
実
施
し
て
い
る
社
協
事

点
と
し
て
、

他
都
市
・
他

区
の
事
例
も

参
考
に
し
な

が
ら
検
討
を

重
ね
て
き
た

＝
写
真
。

　
身
近
な
地
域
の
人
が
聞
き
役
・

つ
な
ぎ
役
と
な
る
こ
と
で
、
困
り

ご
と
を
抱
え
込
ま
ず
気
軽
に
相
談

し
や
す
く
な
る
こ
と
が
こ
の
活
動

の
ポ
イ
ン
ト
。
ま
た
「
子
ど
も

１
１
０
番
の
家
」
の
よ
う
に
旗
を

掲
げ
る
こ
と
で
、
サ
ポ
ー
ト
役
の

存
在
が
多
く
の
人
に
認
識
さ
れ
、

地
域
全
体
で
高
齢
者
を
見
守
る
雰

囲
気
を
つ
く
る
こ
と
も
ね
ら
い
と

し
て
い
る
。

　
現
在
、
各
町
会
を
通
し
て
登
録

者
を
受
け
付
け
て
お
り
、
８
月
に

は
１
回
目
の
情
報
交
換
会
を
開
催

予
定
。
登
録
者
は
、
地
域
役
員
の

み
な
ら
ず
「
こ
れ
を
機
に
地
域
で

何
か
し
た
い
」
と
い
う
人
も
お

り
、
地
域
活
動
へ
の
参
加
の
新
た

な
入
口
と
し
て
も
期
待
さ
れ
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
リ
ー
ダ

ー
の
庄
司
佳
奈
さ
ん
は
「
こ
れ
か

ら
見
守
り
隊
の
家
の
登
録
者
と
一

緒
に
活
動
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
、

高
齢
者
が
こ
こ
に
住
ん
で
い
て
よ

か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
東
中
浜

に
し
た
い
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

城東区東中浜地域から

暑
い
夏
の
日

就
活
も
熱
く

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

「高齢者見守り隊の家」
スタートアップ

業
に
困
窮
者
支
援
の
意
味
合
い
を
加

え
る
な
ど
関
係
機
関
や
地
域
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
関
わ
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
話
し
合
わ
れ
た
。

　
そ
の
他
、
住
民
と
協
働
す
る
個
別

支
援
ワ
ー
カ
ー
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）
の
配
置

や
そ
の
実
践
の
あ
り
方
に
関
す
る
情

報
交
換
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
一
方
、
民
児
連
で
は
２
つ
の
分
科

会
が
お
こ
な
わ
れ
、
共
通
議
題
と
し

て
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
に
関
す

る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
関
わ
り

に
つ
い
て
協
議
し
た
あ
と
、
地
域
に

お
け
る
孤
立
・
孤
独
防
止
に
関
わ
る

見
守
り
・
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推

進
な
ど
の
３
議
題
に
つ
い
て
協
議
が

お
こ
な
わ
れ
た
。

　
２
日
目
は
、
前
日
の
分
科
会
の
報

告
の
あ
と
、
次
期
開
催
の
浜
松
市
か

ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
終
了
し
た
。

　
大
同
生
命
㈱
と
Ａ
Ｉ
Ｕ
損
害

保
険
㈱
か
ら
、「
ビ
ッ
グ
ハ
ー

ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
納
税
協

会
会
員
の
方
の
紹
介
で
大
型
保

障
制
度
に
加
入
が
あ
っ
た
場
合

に
、
収
益
の
一
部
で
社
会
貢
献

事
業
に
支
援
す
る
活
動
）
と
し

て
、大
阪
市
社
協
に
対
し
、95
万

６
３
５
０
円
が
寄
付
さ
れ
た
。

７
月
10
日
に
寄
付
収
受
式
を
お

こ
な
い
、
市
社
協
事
務
局
長
よ

り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
今
後
、

社
会
福
祉

事
業
の
発

展
の
た
め

活
用
さ
せ

て
い
た
だ

く
。

　
「
福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア

２
０
１
４
in
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
」
が
７
月

～
就
職
フ
ェ
ア
～

19
日
、
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
で
開
催

さ
れ
た
。

　
主
催
は
、
大
阪
府
・
府
社
協
・
府

福
祉
人
材
支
援
セ
ン
タ
ー
・
全
社
協

で
、
大
阪
市
・
堺
市
・
東
大
阪
市
と

各
市
社
協
が
共
催
。
こ
の
福
祉
業
界

の
合
同
求
人
説
明
会
に
大
阪
府
下
に

あ
る
福
祉
関
係
２
５
０
法
人
が
ブ
ー

ス
を
出
展
。
来
春
卒
業
予
定
の
学
生

や
一
般
求
職
者
な
ど
１
６
０
０
人
を

～
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
に
関
す
る
取
り
組
み
～

指
定
都
市 

社
協・民
児
連
連
絡
協
議
会
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北
区
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
は
、

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
４
回
連
続

講
座
「
北
区
ま
ち
づ
く
り
塾
」
を
開

催
し
、
延
べ
１
１
８
人
が
受
講
。
企

業
や
福
祉
施
設
な
ど
か
ら
20
歳
代
～

70
歳
代
と
幅
広
い
世
代
が
参
加
し
、

多
種
多
様
な
構
成
と
な
っ
た
。

　
同
講
座
は
、
ど
の
地
域
で
も
課
題

と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
４
つ
の
テ
ー
マ

に
絞
っ
て
実
施
。
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

の
活
動
に
向
け
て
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト

や
コ
ツ
が
伝
え
ら
れ
た
。
毎
回
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
進
め
ら
れ
、

受
講
者
間
の
交
流
も
図
ら
れ
た
。

　
第
２
回
の
テ
ー
マ
は
「
新
し
い
担

い
手
の
巻
き
込
み
方
」
に
つ
い
て
。

　
２
つ
の
事
例
の
発
表
と
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
仲
間
づ
く
り
に
必
要
な
ポ

イ
ン
ト
を
共
有
し
た
＝
写
真
。

　
菅
北
地
域
活
動
協
議
会
の
奥
村
憲

地
域
の
底
力
を
　

　
　
高
め
よ
う
！

北
区 

　
　
　
　
　

　
更
生
保
護
女

性
会
、
地
域
活

動
協
議
会
な
ど

で
活
動
し
、
次

世
代
の
担
い
手

育
成
に
も
積
極

的
な
港
区
築
港

地
域
の
阪
上
眞

奈
美
さ
ん
に
伺

い
ま
し
た
。

―
活
動
参
加
の
き
っ
か
け
は
？

　
子
ど
も
が
小
学
生
の
頃
、
学
校

で
配
付
さ
れ
た
大
阪
市
の
人
材
バ

ン
ク
の
チ
ラ
シ
を
見
て
、
茶
道
・

華
道
の
講
師
を
し
て
い
た
経
験
を

活
か
せ
た
ら
と
登
録
を
考
え
ま
し

た
。
そ
の
と
き
、
校
長
先
生
か
ら

「
ま
ず
は
う
ち
の
学
校
で
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
」
と
声
を
か
け
ら

れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
で
教
室
を
始
め

る
こ
と
に
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
に
な
り
、
そ
の
後
、

主
任
児
童
委
員
に
な
り
ま
し
た
。

―
活
動
の
魅
力
、
や
り
が
い
は
？

　
自
分
の
特
技
や
興
味
の
あ
る
こ

と
、
好
き
な
こ
と
を
地
域
活
動
の

な
か
で
叶

え
、
つ
な

げ
て
い
け

る
こ
と
が

魅
力
と
感

じ
て
い
ま

す
。

　
講
演
会
で
、
テ
ー
マ
に
合
わ
せ

て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
落
語
家
を
呼

ん
だ
り
、「
こ
ん
な
こ
と
で
き
な

い
か
な
？
」
と
体
験
学
習
を
み
ん

な
で
企
画
し
た
り
。
地
域
活
動
の

後
輩
た
ち
に
は
「
好
き
な
こ
と
を

や
り
た
か
っ
た
ら
、
グ
ル
ー
プ
の

長
に
な
っ
た
ら
い
い
よ
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

―
よ
り
多
く
の
人
に
地
域
活
動
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
？

　
活
動
は
「
楽
し
い
」「
や
り
た

い
」
と
思
え
る
こ
と
か
ら
お
誘
い

し
ま
す
。
例
え
ば
、
子
ど
も
向
け

行
事
に
親
も
参
加
し
て
も
ら
い
、

そ
の
場
で
、
生
涯
学
習
ル
ー
ム
で

取
り
組
む
「
エ
イ
サ
ー
を
一
緒
に

踊
ら
な
い
？
」
と
お
誘
い
。
そ
こ

に
加
わ
っ
た
お
母
さ
ん
た
ち
か

ら
、
更
生
保
護
女
性
会
の
新
メ
ン

バ
ー
も
誕
生
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
活
協
で
取
り
組
む

「
広
報
み
な
と
」の
配
布
事
業
は
、

有
償
活
動
と
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
気
軽
に
取
り
組
め
る
た
め
、

若
い
人
が
地
域
で
活
動
す
る
機
会

に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
す
べ
て
の
活
動
を
「
み
ん
な
で

一
緒
に
」
で
は
な
く
、
興
味
・
関

心
に
沿
っ
た
〝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ベ

ー
ス
〟
の
考
え
方
で
、
地
域
に
関

わ
る
担
い
手
を
広
げ
て
い
き
た
い

で
す
。

世代をつなぐ
地域活動者に聞く

超
え
る
来
場
者
が
あ
っ
た
。

　
各
法
人
・
事
業
者
の
個
別
ブ
ー
ス

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
や
求
め
る

人
材
な
ど
に
つ
い
て
、
施
設
職
員
や

採
用
担
当
者
と
求
職
者
が
互
い
に
熱

心
に
話
を
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

　
会
場
に
は
、
法
人
ブ
ー
ス
の
ほ

か
、
福
祉
人
材
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
就
職
相
談
や
中
高
年
齢
者
・
障
が

い
者
・
母
子
家
庭
な
ど
の
就
労
相

談
、
各
種
職
能
団
体
に
よ
る
資
格
取

得
・
就
職
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
各
分
野
の
専
門
相
談
コ
ー
ナ
ー
も

設
け
ら
れ
、
求
人
情
報
だ
け
で
な

く
、
福
祉
の
仕
事
や
資
格
な
ど
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
に
つ
い
て
も

嘉
副
会
長
は
、
地
域
広
報
委
員
会
の

立
ち
上
げ
の
事
例
を
紹
介
。
今
ま
で

地
域
活
動
に
関
わ
り
の
少
な
か
っ
た

次
世
代
に
対
し
て
個
別
に
声
か
け
を

し
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
形
で
、
30

歳
～
55
歳
の
若
い
人
材
を
発
掘
。
最

初
に
広
報
活
動
に
従
事
し
て
も
ら
っ

た
と
こ
ろ
、
連
帯
感
が
生
ま
れ
、
活

発
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
こ
れ
に
と

ど
ま
ら
ず
、
他
の
地
域
課
題
の
取
り

組
み
へ
の
従
事
に
つ
な
げ
て
い
く
と

話
し
た
。
活
動
の
次
の
段
階
も
計
画

し
て
い
る
こ
と
が
、
担
い
手
育
成
の

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

　
も
う
１
つ
の
事
例
は
、
キ
タ
歓
楽

街
環
境
浄
化
推
進
協
議
会
の
難
波
啓

祐
さ
ん
が
紹
介
し
た
、
放
置
自
転
車

対
策
の
た
め

の
自
主
運
営

の
自
転
車
駐

輪
場
『
ウ
メ

チ
ャ
リ
』。落

書
き
消
し
を

兼
ね
た
ア
ー

ト
壁
画
制
作

や
違
法
な
客

引
き
対
策
『
梅
田
ま
ち
案
内
エ
ス
コ

ー
ト
』
な
ど
、
興
味
を
ひ
く
事
業
の

仕
掛
け
を
作
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
デ
ィ

ア
の
力
を
使
っ
て
地
域
外
の
人
た
ち

に
呼
び
か
け
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
集
ま
っ
た
。
事
業
を
進
め
な
が

ら
、
社
会
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

外
部
の
評
価
を
実
施
し
、
改
善
を
繰

り
返
し
て
い
る
。
こ
の
事
例
も
中
長

期
展
望
ま
で
見
据
え
た
計
画
が
た
て

ら
れ
て
い
た
。

　
第
２
回
目
の
ま
と
め
と
し
て
、
関

西
学
院
大
学
の
岩
本
裕
子
助
教
は
、

地
域
内
に
い
る
人
に
て
い
ね
い
な
仕

掛
け
を
作
り
、
巻
き
込
ん
で
い
く
方

法
と
、
地
域
外
に
い
る
人
に
広
く
呼

び
か
け
る
方
法
の
２
つ
が
考
え
ら

れ
、
内
外
を
う
ま
く
使
い
、
多
様
な

人
が
参
画
で
き
る
仕
掛
け
を
考
え
る

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
仲
間
づ
く

り
、
楽
し
さ
、
ハ
ー
ド
ル
の
低
さ
が

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
話
し
た
。

　
全
講
座
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

も
「
大
変
参
考
に
な
っ
た
」「
地
域

に
持
ち
帰
り
広
め
た
い
」
な
ど
好
評

で
あ
っ
た
。

相
談
で
き
る
こ
と
も
あ
り
、
終
日
に

ぎ
わ
っ
た
。

　
ま
た
、
福
祉
の
仕
事
の
魅
力
や
や

り
が
い
、
職
務
や
就
職
活
動
に
お
け

る
大
切
な
視
点
な
ど
に
つ
い
て
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
「
就

活
応
援
セ
ミ
ナ
ー
」
も
同
日
の
午
前

に
開
催
さ
れ
た
。
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ふれあいホーム・ハーモニー・
ワークセンターいまがわ

今 川 学 園
社会福祉法人社会福祉法人　愛徳福祉会 理事長　　梶　浦　一　郎

南大阪小児リハビリテーション病院（保険医療機関）
わかば（医療型障害児入所施設）
ふたば（児童発達支援センター・保育所等訪問支援事業）
いぶき（特定相談支援事業・障害児相談支援事業）
あおば（児童発達支援事業）
フェニックス（医療型障害児入所施設・療養介護事業・短期入所事業）
なでしこ（生活介護事業・児童発達支援事業）

あおば（児童発達支援事業）電　話＆ＦＡＸ：７５０７－１２７７
訪問看護ステーション	めぐみ（指定訪問看護事業）
　　　　　　　　　　　　　電　話＆ＦＡＸ：６６９９－８８５５
ヘルパーステーション	めぐみ（指定訪問介護事業）
　　　　　　　　　　　　　電　話	：７５０６－９２２３
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大阪市ひとり親家庭福祉連合会
（旧：公　　益

社団法人 大阪市母と子の共励会）

公　　益
社団法人

会　長　　中　田　　　浩（大阪市児童福祉施設連盟）
副会長　　近　藤　　　遒（大阪市保育所連合会）
副会長　　後　藤　静　男（大阪市老人福祉施設連盟）
副会長　　木　島　初　正（大阪市生活保護施設連盟）
副会長　　永　岡　正　己（大阪市地域福祉施設協議会）
副会長　　宇　野　達　美（大阪市障害児・者施設連絡協議会）
【事務局】　〒543－0021
　　　　　天王寺区東高津町12－10　大阪市立社会福祉センター内
　　　　　電　話　６７６５	－５６１０　ＦＡＸ　６７６５	－５６０７

大阪市社会事業施設協議会

〒531－0041
北区天神橋７－12－６

（グレーシィ天神橋２号館）
電　話（総務課）	 ６８８１－５４３１
ホームヘルプセンター	 ６８８１－５４４０
ケアプランセンター	 ６８８１－５４４１

訪問介護に関する相談等は

会　長　　矢田貝　喜佐枝
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常務理事　　坂　本　峰　德
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社会福祉法人
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http://www.lighthouse.or.jp/

日 本 ラ イ ト ハ ウ ス

〒552－0014
港区八幡屋４－８－１
電　話	 ６５７１－６２３１

み な と 寮
社会福祉法人

理 事 長　　大　西　豊　美
常務理事　　中　谷　庄　八
常務理事　　廣　田　憲　司
事務局長　　笹　井　信　次

理事長　　奥　村　　　健
〒543－0021
天王寺区東高津町12－10
大阪市立社会福祉センター内
電　話	 ６７６５－５６１１
ＦＡＸ	 ６７６５－５６１４
http://www.miotsukushi.or.jp/

み お つ く し 福 祉 会
社会福祉法人

社会福祉法人

理事長　　竹　本　　　榮

〒543－0021
天王寺区東高津町12－10
大阪市立社会福祉センター内
電　話	 ６７６１－３０１０
http://www.namihaya.or.jp

な み は や 福 祉 会

社会福祉法人

理事長　　松　村　　　寛
〒533－0004
東淀川区小松１－14－12
電　話	 ６３２８－３７８６
F	A	X	 ６３２８－３８３３
E-mail	 honbu@suisen.or.jp
http://www.suisen.or.jp/

水 仙 福 祉 会

社会福祉法人

会　長　　三　宅　理　之
理事長　　渡久地　歌　子

〒534－0021
都島区都島本通３－４－３
電　話	 ６９２１－０３２１
F	A	X	 ６９２４－２０５５
http://www.miyakojima.or.jp

都 島 友 の 会

理事長　　田　村　文　子

〒551－0003
大正区千島１－23－26
電　話　６５５３－４８００
http://www.venushome.jp/

社会福祉法人

ビーナス福祉会

やさしさと思いやりのある介護

理事長　　杉　田　善　久
〒547－0045
平野区平野上町１－７－３
電　話	 ６７９１－５４１０
大念仏乳児院、ボ・ドーム大念仏、
ボ・ドーム、子どもの家「童夢」、
いちょう保育園、いちょうベビーセンター、
ひらのドリーム園、ドレミ広場

大念仏寺社会事業団
社会福祉法人

〒601－8205
京都府京都市南区久世殿城町330-１
電　話	 ０７５－９３５－１１１５
F	A	X	 ０７５－９３５－５１００
http://www３.mediapark.co.jp/com/

福祉分野の広報・宣伝はお任せください
リーフレット、ホームページなど

各種宣伝物の企画・制作

株式会社　きかんしコム

０～100歳超がにぎやかに集う

〒558－0011
住吉区苅田４－３－９
電　話	 ６６０７－２２２０
ＦＡＸ	 ６６９６－５３４７

●５つの保育園が連携して子育て支援
　るり保育園・乳児保育園
　みろく保育園（夜間）・るり２保育園
　みろく２保育園（夜間）
　子どもの家・子育て支援センター
●高齢者在宅支援
　住吉区東地域包括支援センター
　デイサービス・認知症対応型デイサービス
　（お泊りOK）・ホームヘルプセンター
　在宅介護支援センター
●乳児院（住吉区）・児童養護施設（天王寺区）

理事長　　金　戸　　　述

社会福祉
法　　人 四　恩　学　園

〈鶴見区〉茨田大宮ちどり	 施設長	 	川東　祐憲
〈都島区〉東野田ちどり保育園	園　長	 	江川永里子
〈城東区〉城東ちどり保育園	 園　長	 	瀬崎　健二
〈東成区〉東中本保育所	 所　長	 	高田　幸代
〈大正区〉北恩加島保育所	 所　長	 	藤本麻里子
〈北　区〉中之島ちどり保育園	園　長	 	小林　　操

理 事 長　　濵　田　和　則
法人本部　　岡　村　美　範
事務局長　　西　村　法　雄

社会福祉
法　　人 晋 栄 福 祉 会

理事長　 中　田　　　浩
〒546－0033
東住吉区南田辺４－５－２
電　話	 ６６９９－７２２１
ＦＡＸ	 ６６９９－７２４３
児童養護施設　　　　　　聖家族の家
乳児院　　　　　　　　　聖母託児園
情緒障害児短期治療施設　児童院

聖 家 族 の 家
社会福祉法人
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※区社協が重点事業として取り組んでいる事業を紹介しています。

「
困
り
ご
と
を
抱
え
る
人
」と

「
お
手
伝
い
し
た
い
人
」を
橋
渡
し
す
る

ご
近〝
助
〟パ
ワ
フ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
た

福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
躍

小
地
域
に
お
け
る
新
た
な

つ
な
が
り
づ
く
り
に
向
け
て

　
「
一
人
ひ
と
り
の
困
り
ご
と
を
見

逃
さ
な
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

は
、
生
野
区
社
協
が
掲
げ
る
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
す
。
困
っ
て
い
る
人
が
少
数

で
あ
っ
て
も
見
逃
さ
ず
、
声
な
き
声

を
大
切
に
す
る
方
針
の
も
と
、
生
野

区
社
協
で
は
、
ご
近
所
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
助
け
合
い
活
動
『
ご
近〝
助
〟

パ
ワ
フ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
』（
区
委

託
事
業
）
を
平
成
25
年
７
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
公
的
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
課
題
が
増
え
る
な

か
、
地
域
で
埋
も
れ
が
ち
な
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
つ
か
み
、
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
ご
近
所
付
き
合
い
を
再
構
築
し
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
の
基
本
的
な
流
れ
は
、
①
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
募
り
、
②
各
地

域
の
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

「
困
り
ご
と
を
抱
え
る
人
」
の
相
談

を
受
け
、
③
訪
問
し
て
ニ
ー
ズ
を
把

握
、
④
「
手
助
け
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
を
橋
渡
し
し
、
⑤
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
い
う
も

の
。
活
動
は
「
無
償
」（
修
理
や
交

換
に
か
か
る
部
品
代
や
材
料
費
な
ど

は
依
頼
者
の
実
費
負
担
）
で
お
こ
な

わ
れ
ま
す
。

　
生
野
区
社
協
が
事
務
局
と
な
り
、

区
内
全
19
地
域
に
12
人
（
複
数
地
域

担
当
も
含
む
）
の
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
配
置
。
事
業
開
始
か
ら
の

相
談
件
数
は
３
６
３
件
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
登
録
数
は
１
５
５
人
、
困
り
ご

と
の
支
援
件
数
は
50
件
を
数
え
ま

す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
随
時
募
集
中
で

す
が
、
現
在
の
登
録
者
の
中
に
は
、

長
年
地
域
で
活
動
し
て
き
た
人
も
い

れ
ば
、「
こ
れ
を
機
に
地
域
デ
ビ
ュ

　
「
立
ち
上
げ
か
ら
１
年
が
経
ち
、

〈
主
な
活
動
内
容
〉

・
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守
り

や
外
出
時
の
付
き
添
い

・
花
の
水
や
り
や
買
い
物
の
手
伝
い

・
話
し
相
手
が
ほ
し
い

・
電
球
の
交
換
や
ち
ょ
っ
と
し
た
大

工
仕
事

・
重
い
荷
物
の
移
動

・
障
が
い
児
の
通
学
支
援 

な
ど

〈
困
り
ご
と
解
決
事
例
〉

●
高
齢
者
見
守
り
支
援

・
要
介
護
２
の
父
と
同
居
の
母
（
と

も
に
80
歳
代
）
に
つ
い
て
、
離
れ

た
と
こ
ろ
に
住
む
娘
か
ら
見
守
り

に
関
す
る
相
談
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

利
用
日
を
中
心
に
母
親
の
外
出
支

援
を
お
こ
な
う
。

●
障
が
い
児
通
学
支
援

・
視
覚
障
が
い
の
あ
る
児
童
の
母
親

か
ら
「
骨
折
し
て
し
ま
い
、
バ
ス

の
停
留
所
ま
で
送
迎
が
で
き
な
く

な
っ
た
」
と
相
談
。
福
祉
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
が
状
況
確
認
後
、
校

下
社
協
会
長
へ
相
談
。
町
会
の
協

力
を
得
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
見

つ
か
る
。
ま
た
区
内
の
施
設
職
員

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
し
、
支
援

に
参
加
。
ヘ
ル
パ
ー
も
利
用
で
き

る
こ
と
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
協

力
で
通
学
支
援
に
つ
な
が
る
。

●
そ
の
他
の
困
り
ご
と

・「
腰
の
手
術
を
し
た
と
こ
ろ
で
、

ベ
ッ
ド
の
移
動
を
手
伝
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
相
談
。
そ
の
他
の
家

具
の
移
動
も
必
要
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
男
性
２
人
で
訪
問
し
て

解
決
。

・「
車
い
す
で
お
墓
参
り
に
行
き
た

い
」
と
い
う
相
談
。
お
盆
の
期
間

中
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
き
帰
り

の
同
行
を
予
定
し
て
い
る
。

ー
し
た
い
」
と
い
う
人
も
。
各
地
域

で
の
活
動
基
盤
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
か
し
な
が
ら
、
新
た
な
担
い
手
も

加
わ
り
、
支
え
合
い
活
動
の
輪
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に

困
り
ご
と
の
解
決
を
め
ざ
す

当
初
は
区
社
協
に
直
接
入
る
こ
と
が

多
か
っ
た
相
談
も
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
活
動
の
成
果
で
、
地
域
で
直

接
、
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
増
え
て

い
ま
す
」
と
区
社
協
地
域
支
援
担
当

の
小
山
義
和
さ
ん
。

　
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
経
歴

は
、
従
前
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
員

を
こ
れ
ま
で
10
年
近
く
務
め
た
人
か

ら
当
事
業
で
初
め
て
福
祉
活
動
に
携

わ
る
人
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
経
験
や
持
ち
味
を
そ
れ
ぞ
れ

活
か
し
、
区
社
協
・
登
録
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
は
じ
め
、
各
地
域
で
の
福
祉

活
動
と
も
連
携
し
な
が
ら
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

〈
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
声
〉

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
員
の
時
は
、

継
続
し
た
支
援
が
必
要
な
困
り
ご

と
を
発
見
し
た
り
、
周
囲
の
人
か

ら
相
談
や
情
報
を
寄
せ
ら
れ
る
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
事

業
で
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご

と
を
本
人
か
ら
相
談
し
て
く
れ
た

り
、
単
発
で
解
決
で
き
そ
う
な
こ

と
も
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
奥
に

は
さ
ら
に
複
合
的
な
課
題
を
抱
え

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
推

進
員
の
と
き
と
同
じ
気
持
ち
で
、

悩
み
や
困
り
ご
と
を
見
逃
さ
な
い

よ
う
に
し
た
い
で
す
。

・
地
域
の
大
き
な
行
事
で
「
ご
近

〝
助
〟
パ
ワ
フ
ル
サ
ポ
ー
ト
」
の

チ
ラ
シ
を
配
布
。「
何
か
あ
っ
た

ら
相
談
し
よ
う
と
思
っ
て
、
そ
の

時
も
ら
っ
た
チ
ラ
シ
を
と
っ
て
お

い
た
」
と
相
談
に
来
ら
れ
た
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
し
た
。
支
援
を
必
要

と
す
る
方
に
情
報
が
届
く
よ
う
に

心
が
け
て
い
き
た
い
で
す
。

・
困
り
ご
と
が
あ
っ
て
も
、
な
か
な

か
言
い
出
し
に
く
く
、
抱
え
込
ん

で
し
ま
う
人
も
い
ま
す
。
そ
こ
で

何
か
あ
れ
ば
記
入
し
て
相
談
で
き

る
『
お
困
り
ご
と
受
付
カ
ー
ド
』

を
つ
く
り
、
地
域
の
集
ま
り
な
ど

で
活
用
し
て
い
ま
す
。
今
は
他
の

地
域
に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

・
ご
本
人
か
ら
だ
け
で
な
く
、
周
囲

の
方
か
ら
「
最
近
、
○
○
さ
ん
が

心
配
だ
」
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
の
つ
な

が
り
が
で
き
る
よ
う
、
町
会
へ
の

加
入
な
ど
を
個
別
で
は
た
ら
き
か

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・「
特
技
は
大
工
仕
事
や
電
気
関
係

だ
」
と
い
う
男
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
活
躍
し
て
お
り
、
と
て
も
心
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。

・
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
、
ど
ん
な

相
談
で
も
ま
ず
は
受
け
止
め
、
そ

の
結
果
を
必
ず
相
談
者
に
報
告
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
寄
せ

ら
れ
る
相
談
に
は
、
他
機
関
と
の
連

携
が
必
要
な
ケ
ー
ス
は
も
ち
ろ
ん
、

「
入
院
が
長
引
く
の
で
ペ
ッ
ト
の
世

話
を
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
現
行
の
制

度
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
対
応
が
難

し
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
ど
ん

な
相
談
も
受
け
止
め
る
姿
勢
は
、
こ

れ
ま
で
潜
在
化
し
て
い
た
ニ
ー
ズ
の

掘
り
起
こ
し
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

　
小
山
さ
ん
は
「
区
社
協
と
し
て

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
困
り
ご

と
の
相
談
に
応
じ
て
調
整
す
る
た

め
、「
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
」「
こ

ん
な
特
技
を
活
か
し
た
い
」
と
登
録

を
し
て
も
、
す
ぐ
に
活
躍
の
場
が
あ

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
「
ま

だ
活
動
の
機
会
が
な
い
人
も
含
め

て
、
登
録
者
み
ん
な
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
意
識
を
高
め
よ
う
」
と
い
う
福
祉

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
発
案
で
、
区

内
の
４
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
福
祉
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登

録
者
の
茶
話
会
を
開
催
。
近
隣
地
域

で
同
じ
思
い
を
も
っ
た
人
同
士
が
集

ま
り
、
ま
た
実
際
の
活
動
事
例
も
共

有
す
る
こ
と
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
特
技

や
条
件
に
よ
っ
て
は
、
地
域
を
越
え

て
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
継
続
的
に
交
流

の
場
を
設
け
て
い
く
予
定
で
す
。

　
生
野
区
社
協
で
は
、
地
域
で
暮
ら

す
人
同
士
を
つ
な
げ
、「
近
く
に
い

る
か
ら
で
き
る
こ
と
」
を
積
み
重

ね
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

・
福
祉
活
動
は
未
経
験
で
、
他
地
域

に
住
ん
で
い
る
の
で
、
ま
ず
は
顔

を
覚
え
て
も
ら
お
う
と
、
食
事
サ

ー
ビ
ス
や
ふ
れ
あ
い
喫
茶
な
ど
の

場
に
出
向
い
て
い
ま
す
。
一
方
、

郵
便
局
や
コ
ン
ビ
ニ
、
接
骨
院
な

ど
に
も
本
事
業
に
つ
い
て
説
明

し
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
の
協
力
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
営
業
事
務
の
経
験
を
活
か
し

た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
め
ざ
し
た

い
で
す
。

も
、
こ
の
事
業
を
通
し
て
、
障
が
い

児
の
通
学
支
援
の
ニ
ー
ズ
を
改
め
て

実
感
す
る
な
ど
、
制
度
の
狭
間
と
な

る
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
話
し
ま
す
。

７月16日 
福祉コーディネーター座談会
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17
日
　
開
会
式
・

記

念

講

演

種
別
研
究
会

社
会
福
祉
施
設
に
、
今
、

求
め
ら
れ
る
こ
と

～
新
た
な
地
域
の
つ
な
が
り
を
～

　
第
57
回
大
都
市
社
会
福
祉
施
設
協

議
会
（
大
阪
市
大
会
）
が
、
７
月
17

日
の
午
後
１
時
、
後
藤
静
男
副
実
行

委
員
長
の
開
会
宣
言
に
よ
り
開
幕
し

た
。
そ
の
後
、
主
管
者
を
代
表
し
て

中
田
浩
実
行
委
員
長
か
ら
の
あ
い
さ

つ
、
大
阪
市
の
村
上
龍
一
副
市
長
か

ら
来
賓
祝
辞
が
あ
り
、
前
回
大
会
主

管
の
神
戸
市
か
ら
第
56
回
大
会
の
処

理
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
開
会
式
の
後
、
記
念
講
演
と
し
て

京
都
大
学
霊
長
類
研
究
所
の
正
高
信

男
教
授
に
よ
り
「
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
話
が
さ
れ

た
＝
写
真
。
正
高
教
授
は
、「
ヒ
ト

を
含
め
た
霊
長
類
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
お
こ

な
っ
て
お
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
発
達
障

害
療
育
セ
ン
タ
ー
の
理
事
長
も
務
め

て
い
る
。

　
講
演
で
は
、
正
高
教
授
が
、
発
達

障
が
い
の
ひ
と
つ
で
あ
る
学
習
障
が

い
（
Ｌ
Ｄ
）
特
有
の
読
み
書
き
の
困

難
さ
に
着
眼
し
、
そ
れ
を
も
た
ら
す

認
知
機
能
と
脳
機
能
の
関
連
に
つ
い

て
解
明
し
、
独
自
に
研
究
開
発
し
た

国
語
向
上
機
能
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

「
コ
ト
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
」
に
つ
い

て
、
Ｔ
Ｖ
取
材
・
放
映
さ
れ
た
映
像

と
と
も
に
紹
介
さ
れ
た
。

　
13
都
市
40
人
が
参
加
し
、
主
に
次

の
３
点
を
研
究
討
議
。

　
①
社
会
福
祉
法
人
の
あ
り
方

　
公
益
性
・
税
制
優
遇
な
ど
の
観
点

か
ら
の
社
会
貢
献
に
つ
い
て
の
具
体

的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
ま
ず
、
助

言
者
の
酒
井
喜
正
・
大
阪
自
彊
館
常

務
理
事
（
元
大
阪
府
社
協
常
務
理

事
）
か
ら
大
阪
で
取
り
組
ま
れ
て
い

る
社
会
貢
献
事
業
（
生
活
困
窮
者
レ

ス
キ
ュ
ー
事
業
）
に
つ
い
て
説
明
。

　
全
国
的
に
も
各
地
で
ラ
イ
フ
サ
ポ

ー
ト
事
業
な
ど
同
様
の
社
会
貢
献
事

業
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ

れ
た
。

　
②
施
設
の
老
朽
化
お
よ
び
建
替
え

　
大
都
市
で
は
、
建
替
え
時
の
財
源

お
よ
び
土
地
の
確
保
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
、
国
や
自

治
体
へ
の
働
き
か
け
の
必
要
性
が
話

さ
れ
た
。

　
③
大
規
模
災
害
の
対
策

　
社
会
福
祉
施
設
の
要
援
護
者
の
緊

急
入
所
対
応
や
福
祉
避
難
所
の
開
設

な
ど
、
行
政
や
地
域
と
の
連
携
も
含

め
た
各
都
市
の
状
況
が
話
し
合
わ

れ
、
特
に
、
大
規
模
災
害
被
災
地
の

神
戸
市
や
仙
台
市
の
状
況
を
参
考
に

し
な
が
ら
討
議
が
進
め
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
福
祉
人
材
確
保
の
対
策
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
国
に
働
き
か
け

る
こ
と
も
話
さ
れ
た
。

　
14
都
市
50
人
が
参
加
し
、
主
に
次

の
３
点
を
研
究
討
議
。

　
①
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
対

す
る
取
り
組
み

　
各
都
市
の
実
情
の
情
報
交
換
、
大

都
市
に
お
け
る
地
域
包
括
ケ
ア
の
あ

り
方
に
つ
い
て
討
議
が
お
こ
な
わ
れ

た
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
と
し
て
、
医
療
と
の
連
携
や
社
会

資
源
の
調
整
な
ど
モ
デ
ル
的
な
取
り

組
み
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
や

圏
域
を
定
め
て
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
整
備
を
進
め
て
い
る
都
市
か
ら

の
情
報
提
供
も
あ
っ
た
。

　
②
高
齢
者
虐
待
の
現
状
と
対
応
策

　
虐
待
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
緊
急

の
短
期
入
所
ベ
ッ
ド
の
確
保
、
入
所

シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

対
応
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

話
さ
れ
た
。
ま
た
、
民
間
の
高
齢
者

住
宅
に
お
け
る
透
明
性
の
課
題
に
つ

い
て
も
討
議
さ
れ
た
。

　
③
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
軽
費
老
人

ホ
ー
ム
の
今
後
の
あ
り
方

　
地
域
の
福
祉
施
設
と
し
て
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
ク
機
能
や
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

機
能
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が

話
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
人
材
確
保
・
定
着
、
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
引

き
続
き
、
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
に

つ
い
て
国
に
働
き
か
け
る
こ
と
も
話

さ
れ
た
。

　
11
都
市
49
人
が
参
加
し
、
主
に
次

の
よ
う
な
内
容
の
研
究
討
議
が
お
こ

な
わ
れ
た
。

　
①
児
童
養
護
施
設
な
ど
の
小
規
模

化
お
よ
び
家
庭
的
養
護
の
推
進

　
小
規
模
化
・
グ
ル
ー
プ
ケ
ア
の
推

進
は
各
都
市
と
も
に
進
ん
で
お
り
、

子
ど
も
た
ち
の
生
活
環
境
と
し
て
は

よ
い
方
向
性
で
あ
る
が
、
職
員
配
置

や
質
の
向
上
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
話
さ
れ
、
職
員
配
置
基
準
が

１
対
１
に
向
け
進
め
ら
れ
て
い
る
川

崎
市
に
他
都
市
か
ら
の
質
問
が
集
中

す
る
場
面
も
あ
っ
た
。

　

②
「
本
体
施
設
の
小
規
模
化
」

（
厚
労
省
の
い
う
本
体
施
設
の
定
員

45
人
以
下
の
基
本
姿
勢
）

　
各
地
域
の
現
状
や
施
設
の
状
況
に

あ
わ
せ
て
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
な

ど
が
話
さ
れ
た
。

　
③
施
設
と
里
親
と
の
連
携
強
化

　
連
携
強
化
を
よ
り
具
体
的
に
進
め

る
た
め
、
活
用
法
や
支
援
方
法
な
ど

に
つ
い
て
の
情
報
交
換
が
図
ら
れ

た
。

　
本
研
究
会
で
は
、
児
童
養
護
施
設

に
つ
い
て
の
議
題
が
中
心
に
討
議
が

お
こ
な
わ
れ
た
が
、
母
子
生
活
支
援

施
設
か
ら
の
参
加
者
も
多
く
、
同
施

設
の
困
難
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
現

状
、
よ
り
個
別
支
援
の
充
実
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
話
も
さ
れ

た
。

　
記
念
講
演
に
引
き
続
い
て
、
大
都

市
の
社
会
福
祉
施
設
の
あ
り
方
や
課

題
な
ど
に
つ
い
て
、
研
究
・
討
議
を

重
ね
る
と
と
も
に
共
通
理
解
を
深

め
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
、
次
の
６
つ
の
種
別

研
究
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
経
営
・
老
人
・
児
童
・
保
育
・
障

が
い
・
生
活
福
祉
の
各
種
別
研
究
会

で
協
議
さ
れ
た
概
要
は
下
記
の
と
お

り
。

第
57
回
大
都
市
社
会
福
祉
施
設
協
議
会

正高教授

児童福祉研究会 老人福祉研究会 経営研究会
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18
日
　
総
会
・
全
体

報
告
会
・
特
別
講
演

　
10
都
市
38
人
が
参
加
し
、
主
に
①

新
制
度
施
行
に
と
も
な
う
各
都
市
の

動
向
、
②
保
育
士
確
保
に
関
わ
る
現

状
と
課
題
の
２
点
の
研
究
討
議
が
お

こ
な
わ
れ
た
。

　
①
新
制
度
施
行
に
よ
り
各
都
市
の

市
単
費
助
成
の
動
向
や
地
方
版
会
議

へ
の
参
画
お
よ
び
議
論
の
内
容
に
つ

い
て
情
報
交
換
が
図
ら
れ
た
。

　
国
か
ら
示
さ
れ
る
新
制
度
の
公
定

価
格
な
ど
を
踏
ま
え
市
単
費
助
成
に

つ
い
て
も
検
討
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

公
定
価
格
に
つ
い
て
、
今
後
も
注
視

し
て
い
く
こ
と
が
話
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
、
新
制
度
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
懸
念
事
項
に
つ
い
て
も
話
し

合
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て
、
国
基
準
で
決
め
ら
れ
た
面

積
・
人
員
配
置
で
進
め
ら
れ
て
い
る

た
め
、
設
置
が
困
難
な
状
況
で
あ
る

と
し
、
参
酌
す
べ
き
基
準
を
自
治
政

策
に
い
か
す
こ
と
を
考
え
ら
れ
な
い

か
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　
②
保
育
士
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
潜
在
保
育
士
の
掘
り
起
し
、
養

成
校
へ
の
Ｐ
Ｒ
協
力
な
ど
行
政
が
積

極
的
に
協
力
し
て
い
る
都
市
の
状
況

が
話
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
就
職
フ

ェ
ア
・
職
場
説
明
会
・
面
接
会
」
で

人
材
確
保
に
努
め
て
い
る
な
ど
の
情

報
交
換
が
図
ら
れ
た
。

　
12
都
市
42
人
が
参
加
し
、
主
に
次

の
３
点
を
研
究
討
議
。

　
①
相
談
支
援
体
制
の
現
状
と
課
題

　
各
都
市
に
お
け
る
取
り
組
み
状
況

を
共
有
。
相
談
支
援
事
業
所
の
増
設

が
急
務
の
課
題
で
あ
り
、
平
成
27
年

３
月
末
ま
で
に
す
べ
て
の
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
対
し
、
サ
ー

ビ
ス
等
利
用
計
画
を
作
成
す
る
こ
と

は
非
常
に
困
難
で
あ
る
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。

　
②
障
が
い
者
の
生
活
の
場
の
保
障

　
消
防
法
や
建
築
基
準
法
を
は
じ
め

ま
ち
づ
く
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
条
例
と

福
祉
関
係
の
法
律
と
の
狭
間
で
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
は
苦
労
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
設
置

義
務
に
関
し
て
は
、
国
庫
補
助
金
の

活
用
に
よ
る
促
進
な
ど
の
対
応
策
が

話
さ
れ
た
。

　
な
お
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
第
２

種
事
業
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、
権
利
擁
護
の
観
点
か
ら
危

惧
さ
れ
る
な
ど
の
意
見
も
出
さ
れ

た
。

　
③
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
に

向
け
て
の
社
会
福
祉
施
設
の
役
割

　
国
が
示
す
障
害
者
差
別
解
消
支
援

地
域
協
議
会
を
行
政
・
弁
護
士
・
有

識
者
・
事
業
所
な
ど
が
一
体
と
な
っ

た
体
制
整
備
を
す
る
必
要
性
が
話
さ

れ
た
。

　
今
後
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
に

関
す
る
取
り
組
み
に
向
け
た
課
題
な

ど
を
研
究
討
議
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
大
阪
市
大
会
で
新
設
さ
れ
た
研

究
会
で
、
９
都
市
61
人
が
参
加
し

た
。主
な
研
究
討
議
は
、次
の
４
点
。

　
①
生
活
困
窮
者
支
援
に
お
け
る
生

活
保
護
施
設
な
ど
が
お
こ
な
う
社
会

貢
献
事
業
の
取
り
組
み
（
生
活
困
窮

者
支
援
の
相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
）

　
全
国
救
護
施
設
協
議
会
が
示
す

「
救
護
施
設
が
取
り
組
む
生
活
困
窮

者
支
援
の
行
動
指
針
」
の
方
向
性
に

基
づ
き
、
入
所
者
の
自
立
支
援
と
と

も
に
施
設
機
能
の
地
域
へ
の
開
放
な

ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
広
島

市
の
事
例
を
紹
介
。ま
た
、大
阪
の
社

会
貢
献
事
業
（
生
活
困
窮
者
レ
ス
キ

ュ
ー
事
業
）に
つ
い
て
話
が
さ
れ
た
。

　
②
地
域
生
活
支
援
事
業
の
取
り
組

み
　
実
践
事
例
が
共
有
さ
れ
、
地
域
生

活
を
継
続
す
る
に
は
、
障
害
者
支
援

相
談
所
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
、
福
祉
事
務
所
、
医
療
機
関
な
ど

と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
話

さ
れ
た
。

　
③
子
ど
も
お
よ
び
若
年
層
の
生
活

困
窮
者
へ
の
支
援

　
問
題
が
表
面
化
し
に
く
い
課
題
で

あ
り
、
貧
困
の
連
鎖
を
防
ぐ
た
め
の

取
り
組
み
の
必
要
性
を
討
議
。

　
④
刑
余
者
支
援
の
現
状
と
課
題

　
大
会
２
日
目
は
、
午
前
９
時
か
ら

総
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
前
日
に
開
催
さ
れ
た
運
営
協
議
会

の
報
告
で
は
、
第
54
回
北
九
州
市
大

会
か
ら
東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
仙
台
市
が
体
制
が
整
う

ま
で
の
間
、
正
会
員
か
ら
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
に
変
更
と
な
っ
て
い
た
経

過
が
あ
る
な
か
、
再
度
、
正
会
員
へ

変
更
す
る
際
の
開
催
順
序
に
つ
い
て

の
質
疑
に
対
し
、
次
回
の
京
都
市
大

会
の
運
営
協
議
会
に
引
き
継
が
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
本
大

会
で
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
要
望
書
の

提
出
方
法
と
し
て
、
主
管
都
市
以
外

の
都
市
も
同
行
し
て
提
出
す
る
な
ど

協
力
体
制
を
と
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

た
旨
が
伝
え
ら
れ
た
。

　
引
き
続
き
、
各
種
別
研
究
会
の
報

告
が
そ
れ
ぞ
れ
の
座
長
か
ら
お
こ
な

わ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
桜
美
林
大
学
大
学
院
の

白
澤
政
和
教
授
に
よ
り
「
地
域
包
括

ケ
ア
と
社
会
福
祉
法
人
の
あ
り
方
」

を
テ
ー
マ
に
特
別
講
演
が
お
こ
な
わ

れ
た
＝
写
真
。

　
ま
ず
、
介
護
保
険
に
み
る
地
域
包

括
ケ
ア
に
つ
い
て
解
説
す
る
と
と
も

に
、
地
域
包
括
ケ
ア
と
地
域
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
関
係
に
つ
い
て
も
話

し
、
地
域
ケ
ア
を
推
進
す
る
力
は
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
＝
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
）
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
（
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ケ
ア
）
で

あ
る
と
し
た
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し

が
お
こ
な
わ
れ
る
な
か
で
、
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
社
会
福
祉
法
人
の
役
割
と
し

て
、
こ
の
公
益
事
業
（
生
活
支
援
サ

ー
ビ
ス
）
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
し

た
。「
新
た
な
公
共
」
で
の
社
会
福

祉
法
人
の
可
能
性
に
ふ
れ
、
そ
こ
で

の
リ
ー
ダ
ー
役
を
果
た
し
、
い
か
に

地
域
へ
貢
献
す
る
の
か
、
社
会
福
祉

法
人
と
し
て
の
新
た
な
意
義
を
見
出

す
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
、
今

後
へ
の
期
待
を
込
め
エ
ー
ル
が
送
ら

れ
た
。

で
協
議
さ
れ
た
概
要
は
下
記
の
と
お

り
。

白
澤
教
授

保育福祉研究会生活福祉研究会 障がい福祉研究会



2014年（平成26年）８月１日　10

　
６
月
10
日
に
平
成
26
年
度
総
会
が

開
催
さ
れ
、
平
成
25
年
度
事
業
報
告

（
案
）
決
算
報
告
（
案
）、
平
成
26

年
度
事
業
計
画
（
案
）
予
算
（
案
）

な
ど
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
た
。
今
年
度
は
昨
年
策
定
さ

れ
た
港
区
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
推

進
に
あ
た
り
、「
社
会
福
祉
施
設
と

地
域
の
協
働
と
連
携
」
を
考
え
る
講

座
の
開
催
を
計
画
し
て
い
る
。

　
６
月
24
日
、
総
会
に
引
き
続
き

「
コ
モ
ン
セ
ン
ス
ペ
ア
レ
ン
テ
ィ
ン

グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
講
座
（
普
及
版
体

験
）」
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
同
講
座

は
ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
た
虐
待
予

防
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
が
、
対
人
援

助
に
関
わ
る
職
員
に
と
っ
て
も
有
効

な
内
容
で
あ
る
と
企
画
さ
れ
た
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
に
し
よ
ど
に
こ
ネ
ッ
ト
代

　
大
阪
市
内
に
お
い
て
、
区
単
位
で
社
会
福
祉
施
設
連
絡
会
が
組
織
さ
れ
、

種
別
を
超
え
た
施
設
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
と
し
て
施
設
間
の
連
携
や
協

働
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
福
祉
課
題
が
複
雑
・
多
様
化
し
て
き
て

お
り
、
地
域
と
施
設
の
つ
な
が
り
や
地
域
に
お
け
る
施
設
に
求
め
ら
れ
る
役

割
も
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
る
な
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
や
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

種
別
を
越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

港

区

西
淀
川
区

東
淀
川
区

西
成
区

住
吉
区

「市民ジョブサポーター」養成講座のオリエンテーション開催
～受講希望者は、必ずオリエンテーションにご参加ください～

　誰もが当たり前に暮らせることをめざして、障がいのある人の就労や地域生活をサポート
するボランティア（市民ジョブサポーター）の第２期養成講座を開講します。
　受講後に、第１期生とともに、ボランティア活動（主に平日）をしていただける方、大歓迎。
　たくさんのご参加をお待ちしています。

　日　　時　：	 平成26年９月11日（木）午後２時～４時
　会　　場　：	 大阪市社会福祉研修・情報センター（西成区出城２－５－20）
　対　　象　：	 大阪市内在住または在勤で、障がい者の就労支援や地域生活支援に関心が

ある方
　内　　容　：	 ①障がい者就労の概要と市民ジョブサポーターの役割
	 ②市民ジョブサポーター養成講座について（時期・内容等）
	 ③第１期市民ジョブサポーターの活動について
　申込方法　：	 ８月30日（土）までに、お電話で申込みいただくか、ＦＡＸまたはメールの

場合は、「市民ジョブサポーター希望」と明記のうえ、住所・
	 氏名・生年月日・性別・電話番号を記載のうえお申込みください。
　主催・申込先	 大阪市ボランティア・市民活動センター
	 ＴＥＬ　06-6765-4041		／　ＦＡＸ　06-6765-5618
	 Ｅ-mail　ocvic@osakacity-vnet.or.jp

オリエンテーション

表
理
事
の
原
博
美
さ
ん
を
講
師
に
招

き
、
映
像
を
見
な
が
ら
講
座
の
一
部

を
体
験
し
た
。子
ど
も
の
成
長・
発

達
過
程
を
知
る
こ
と
で
適
切
な
期
待

値
を
も
つ
こ
と
や
、
育
み
の
行
動
な

ど
学
ん
だ
。
参
加
者
か
ら
は
、
社
会

ス
キ
ル
は
子
ど
も
の
教
育
だ
け
で
な

く
職
員
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
と

感
じ
た
、
改
め
て
振
り
返
る
機
会
に

な
っ
た
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　
６
月
25
日
に
総
会
お
よ
び
基
調
講

演
が
開
催
さ
れ
た
。
講
演
で
は
大
阪

府
社
協
社
会
貢
献
室
の
梅
木
誠
室
長

を
招
き
「
社
会
福
祉
法
人
の
あ
り
方

を
め
ぐ
る
議
論
と
社
会
貢
献
事
業

（
生
活
困
窮
者
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
）

～
10
年
間
の
実
践
か
ら
」
を
テ
ー
マ

に
、
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
社
会
福
祉
法
人
を
取
り
巻
く
状
況

の
変
化
や
、
社
会
貢
献
活
動
の
義
務

化
と
い
っ
た
法
人
の
あ
り
方
を
め
ぐ

る
議
論
と
と
も
に
府
社
協
の
老
人
施

設
部
会
で
取
り
組
ま
れ
て
き
た
社
会

貢
献
事
業
（
生
活
困
窮
者
レ
ス
キ
ュ

ー
事
業
）
の
実
践
に
つ
い
て
学
ん

だ
。関
心
の
高
い
内
容
に
、参
加
者
か

ら
は
今
後
の
動
向
も
含
め
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　
７
月
２
日
、
総
会
に
引
き
続
き
、

２
つ
の
実
践
報
告
が
あ
っ
た
。

　
１
つ
目
は
、
山
王
み
ど
り
苑
の
川

﨑
洋
幹
施
設
長
と
西
成
区
役
所
の
森

恵
美
子
防
災
・
防
犯
担
当
課
長
代
理

よ
り
、
区
施
設
連
絡
会
を
き
っ
か
け

に
地
域
で
実
践
に
至
っ
た
山
王
地
区

に
お
け
る
防
災
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
防
災
学
習
会
や
地
域
と
の
関
わ

り
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
２
つ
目
は
、
西
成
区
生
活
困
窮
者

自
立
促
進
の
モ
デ
ル
事
業
（
は
ぎ
さ

ぽ
ー
と
）
に
つ
い
て
、
西
成
区
社
協

の
川
東
仙
司
主
任
相
談
支
援
員
か
ら

事
業
概
要
が
説
明
さ
れ
た
。
対
象
者

は
経
済
的
困
窮
者
の
み
な
ら
ず
、
社

会
的
孤
立
の
ケ
ー
ス
も
多
い
た
め
、

で
き
る
限
り
対
象
を
広
く
捉
え
排
除

の
な
い
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と

や
、
相
談
内
容
や
対
応
、
ま
た
、
具

体
的
な
支
援
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
報

告
さ
れ
た
。

　
７
月
７
日
、
総
会
に
続
い
て
の
講

演
会
は
「
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る

福
祉
施
設
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
さ
く
ら
ネ
ッ
ト
の
石
井
布

紀
子
さ
ん
を
迎
え
て
お
こ
な
わ
れ

た
。
住
吉
区
で
は
今
年
２
月
に
も
石

井
さ
ん
を
招
い
て
防
災
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
。
今
回
は
施
設
の
役
割
に
焦
点

化
し
、
発
災
時
期
・
時
間
帯
を
ふ
ま

え
た
施
設
と
し
て
の
対
応
の
判
断

や
、
日
頃
か
ら
の
想
定
が
必
要
で
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
事
例
を
交
え
て

解
説
。「
施
設
連
絡
会
の
よ
う
に
種

別
を
越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
連
携
に
つ

な
が
る
」
と
、
施
設
同
士
の
つ
な
が

り
の
重
要
さ
を
強
調
し
た
。

区
社
会
福
祉
施
設
連
絡
会
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こ
れ
は
、
早
川
和
男
氏
の
著
書

『
居
住
福
祉
』（
１
９
９
７
）
の

一
節
で
あ
る
。
早
川
氏
は
、「
人

間
に
ふ
さ
わ
し
い
居
住
が
、
人
間

と
し
て
の
尊
厳
を
守
る
基
礎
で
あ

り
、
安
心
し
て
生
き
る
社
会
の
基

盤
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

　
２
０
１
４
年
度
厚
生
労
働
省
調

査
に
よ
る
と
、「
ホ
ー
ム
レ
ス
」

の
状
態
に
あ
る
人
々
は
全
国
に
約

７
５
０
０
人
存
在
す
る
。
こ
れ
は

「
ホ
ー
ム
レ
ス
の
状
態
」
に
あ
る

人
々
の
数
で
あ
る
。

　
加
え
て
、
住
ま
い
と
は
到
底
呼

ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
、
た
だ
雨
風

を
し
の
ぐ
だ
け
の
「
場
所
」
で

日
々
過
ご
し
て
い
る
人
々
を
合
わ

せ
る
と
、
そ
の
数
は
膨
大
な
も
の

に
な
る
。

　
建
築
学
者
で
あ
る
早
川
氏
が
福

祉
に
お
け
る
「
居
住
」
へ
の
支
援

の
脆
弱
さ
を
指
摘
し
て
か
ら
、
す

で
に
17
年
が
経
過
し
た
。

　
こ
の
間
、
人
々
の
な
か
に
ど
れ

ほ
ど
居
住
福
祉
の
意
識
が
醸
成
さ

れ
た
だ
ろ
う
か
。
居
住
へ
の
支
援

と
は
、
住
む
場
所
を
提
供
す
る
こ

と
だ
け
が
そ
の
目
的
で
は
な
い
。

そ
の
地
に
そ
の
人
ら
し
く
定
住
す

る
こ
と
へ
の
支
援
を
も
包
含
し
た

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
現
在
、
全
国
各
地
に
お
い
て
、

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
刑
余
者
な

ど
、
住
居
を
確
保
す
る
こ
と
及
び

居
住
す
る
こ
と
に
何
ら
か
の
課
題

を
も
つ
人
々
へ
の
支
援
活
動
が
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
）
を
中
心
に
活
発
に
な
り
つ
つ

あ
る
。

く
、「
そ
の
人
」
が
い
る
地
に
自

分
の
存
在
の
意
味
を
感
じ
る
こ
と

で
あ
る
。

　
そ
し
て
、そ
の
た
め
に
は
、「
人

間
に
ふ
さ
わ
し
い
」
住
居
が
あ
る

こ
と
が
大
前
提
と
な
る
。
生
活
は

「
衣
食
住
」
で
成
り
立
つ
と
言
わ

れ
る
が
、
先
進
国
で
あ
る
日
本
に

お
い
て
は
、「
住
」
は
「
衣
食
」

の
基
盤
と
な
る
。

　
住
居
は
生
活
の
基
盤
で
あ
り
、

生
活
を
支
援
す
る
福
祉
の
基
礎
な

の
で
あ
る
。

　
人
に
は
、
そ
の
地
に
た
だ
「
い

る
」
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
「
定

住
」
し
て
い
る
と
い
う
意
識
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
定
住
す
る
た

め
に
は
、
物
理
的
な
「
場
」
が
あ

る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。

　
「
暮
ら
し
」
を
支
え
る
「
人
」

の
存
在
が
あ
る
こ
と
、
人
と
の
つ

な
が
り
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
地
に
定
住
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
の
で
あ
る
。

　
誰
も
が
求
め
て
い
る
も
の
は
、

帰
り
住
む
「
土
地
」
な
の
で
は
な

風をよむ

『
居
住
福
祉
』住
居
は
福
祉
の
基
礎
で
あ
る

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
　
准
教
授
　
野
村
　
恭
代
　

　
住
吉
区
社
協
は
「
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｖ
Ｏ

（
フ
ァ
ー
ボ
）
大
阪 

～
大
阪
×
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
説
明
会
＆

交
流
会
」
を
６
月
18
日
に
開
催
し

た
。

　
ク
ラ
ウ
ド
（
＝
群
衆
）

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
＝
資

金
調
達
）
と
は
、
志
を
持

っ
た
人
や
団
体
に
対
す
る

資
金
を
、
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
多
数
の
支
援
者
か
ら
集

め
、
実
現
す
る
手
法
。

　
地
域
で
活
躍
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
に
と
っ
て
財

源
確
保
や
広
報
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
背
景

と
し
て
、
地
域
活
動
協
議

会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
市
民
活
動

団
体
、
社
会
福
祉
施
設
な

ど
に
呼
び
か
け
、
計
73
人

が
参
加
し
た
。

　
第
１
部
の
講
演
で
は
、

Ｆ
Ａ
Ａ
Ｖ
Ｏ
大
阪
を
運
営

す
る
株
式
会
社
Ｎ
Ｆ
Ｌ
か

ら
、
具
体
的
な
し
く
み
が

解
説
さ
れ
た
。「
こ
ん
な

企
画
で
地
域
を
盛
り
上
げ

た
い
」
と
い
う
起
案
者

が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

企
画
案
を
掲
載
。
そ
れ
に
共
感
し
た

人
が
、
支
援
者
と
し
て
出
資
で
き
、

一
定
期
間
で
目
標
金
額
に
達
す
れ

ば
、
起
案
者
に
資
金
が
渡
り
、
企
画

実
現
と
な
る
。
ま
た
支
援
者
は
出
資

額
に
応
じ
て
、
起
案
者
か
ら
商
品
・

特
典
な
ど
を
「
お
礼
」
と
し
て
受
け

取
る
し
く
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
参
加
者
か
ら
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
お
こ
な
わ
れ
、

「
大
学
と
協
働
し
て
小
学
生
向
け
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
し

た
い
」「
高
齢
者
を
被
写

体
に
し
た
写
真
展
を
開

き
、
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
国

際
交
流
に
つ
な
げ
た
い
」

と
い
っ
た
ア
イ
デ
ア
が
発

表
さ
れ
た
。

　
第
２
部
は
、
班
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
や
企
画

ア
イ
デ
ア
を
話
し
合
い
な

が
ら
、
地
域
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

い
っ
た
団
体
の
枠
を
越
え

て
交
流
。

　
若
手
の
地
域
活
動
者
か

ら
は
「
自
分
た
ち
が
主
体

的
に
行
動
し
な
け
れ
ば
」

と
の
前
向
き
な
意
見
が
出

る
な
ど
、
今
回
の
企
画
に

よ
る
地
域
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市

民
活
動
団
体
な
ど
と
の
出

会
い
を
き
っ
か
け
に
、
今

後
、
新
た
な
展
開
を
期
待

さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。

資
金
獲
得
の

新
た
な
可
能
性

住
吉
区 
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シ政
令

指先を上向き、手のひらを右向きにした左手の
小指から右人差指を強く倒しながら前に出す。

親指と人差指と中指を立て、甲側を示
す。

　私たちの法人は、学校に行かない子ど
もがいる家庭の親たちが中心になって、
13年前に立ち上げ、学校の外の居場所
〝フリースクール･フォロ〟と18歳以上
なら誰でも立ち寄れる〝なるにわ〟を開
いています。コンセプトの ｢いるだけ
で、いい｣ 場の維持は、評価の物差しが
ないぶん、奥が深く耕し甲斐がありま
す。
　子どもや若い人たちがぶつかることが
らは、根源的です。だからこそフォロで
は、｢何かをする・できるようになる｣↙

↘ことよりも、あくまで ｢その人が、い
る」ことが大事と考えます。
　例えば、ある子は、ひたすら気持ちを
聴いてほしい。自分に起こったできごと
を抱え込むには限界なのでしょう。そう
であれば、周りの人はちゃんと聴くのが
最優先。また、ある人は、他人への大き
な不信がある。一緒にいる人は ｢じゃ、
それを消したい？それとも、その根っこ
を探ってみる？｣ という具合です。
　また、親や家族にもさまざまな背景が
あり、自身のことで精一杯で、生活して
いくことに見通しが立てられない場合も
あります。｢ならば？｣ と、メンバーた

ちでそれをやりすごしたり、これからに
活かせる具体策を考えたりします。
　誰も本人や家族の代わりはできません
が、｢教育｣ や ｢支援｣ の枠とは別の、
本人視点の格闘を一緒に続けます。
　法人としては、守秘義務を課したカン
ファレンスを定例で開き、スタッフが個
別に諸々のことを抱え込まないようにし
ます。社会資源などの勉強も始めまし
た。
　例えば、どこかの施設に入所していた
子が、退所後いきなり学校に通うのはキ

ツいこともあります。専門職のなかにも
｢それに同感｣ とい

う方がおられます。
その施設の役割を知
るとともに、有意義
な情報共有や連携の
仕方も模索し始めま
した。制度の狭間で
の苦労は、できるだ
け減らしたい。しか
し、苦労も持ち寄っ
てみたら、それらを
共有し活かす道も見
えてきます。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
ご
紹
介

27

【政令（指定）都市】
〈政令〉＋〈シ〉

　
社
会
福
祉
講
演
会
「
福
祉
の
今
を

知
る
！
大
阪
市
内
の
福
祉
活
動
の
実

践
報
告
会
」

　
日
時
・
９
月
22
日
13
時
30
分
～
16

時
▼
場
所
・
社
会
福
祉
研
修
・
情
報

セ
ン
タ
ー
▼
内
容
・
桜
美
林
大
学
大

学
院
の
白
澤
政
和
教
授
に
よ
る
基
調

講
演
「
地
域
包
括
ケ
ア
の
視
点
か

ら
、
福
祉
の
「
今
」
を
考
え
る
」、

同
心
会
研
究
奨
励
賞
等
受
賞
論
文
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
の
実
践
報
告
▼
対
象
・

市
内
の
社
会
福
祉
関
係
事
業
所
に
勤

務
す
る
方
、
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
▼
定
員
・
１
０
０
人
（
先
着

順
）
▼
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
・

社
会
福
祉
研
修
・
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
06
―
４
３
９
２
―
８
２
０
１

HPhttp://w
w

w
.w

el-osaka.jp

｢いるだけで、いい｣～子ども･若い人、その家族にとっての居場所～

特定非営利活動法人　フォロ

ス
キ
ー
旅
行
企
画
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
１
コ
マ


